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建設業法施行規則等の改正（平成２０年４月１日施行）に伴う 

経営事項審査・経営状況分析の変更点（主要部分）について 
 

ワイズ公共データシステム株式会社 

（１）工事経歴書の様式改正について 

・従来、２種類の様式が定められていた工事経歴書について、様式が統一されました。 
①（従来書式）第２号工事経歴書（従来は許可のみ業者向けの書式でしたが共通となりました） 
経営事項審査を受審する建設業者と許可のみの建設業者の提出する工事経歴書が統一され、経営

事項審査を受審する建設業者も様式第２号（従来は第２号の２）を使用することになりました。 
経営事項審査において、元請完成工事高が評価項目とされたことに対応し、完成工事高合計のう

ち元請完成工事として計上した金額を記載することになりました。 
併せて、各工事の配置技術者が監理技術者であるか主任技術者であるかが記載されることになり

ました。 
②（従来書式）第２号の２ 工事経歴書（従来は経審受審業者向けの書式でしたが廃止されました） 

経営事項審査を受審している建設業者と許可のみの建設業者の提出する工事経歴書を統一した

ため廃止。 

（２）財務諸表様式の改正等について 

規則別記様式第１５号から別記様式第１７号の３までの財務諸表について、企業会計基準の変更
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対応のため一部科目が改正されました。 
①企業会計基準の変更に対応し勘定科目の分類のうち支払利息から手形割引料が削除されました。 

手形の割引料は支払割引料として期間の経過に応じて費用化し、未経過のものは前払割引料とし

て資産に計上していましたが、企業会計基準の変更に伴い、手形の割引は売買取引として処理され、

「手形売却損」として表示されることになりました。 
 この手形売却損が営業外費用総額の 10 分の 1 を超えるようなら「手形売却損」として、それ以

下なら「その他」で表示して下さい。 
②現財務諸表のおける「新株発行費」は、「株式交付費」となり、自己株式の処分費用も含まれるよ

うになりました。 
③「社債」については、償却原価法に基づいて算定された価額で計上されることとなったため、「社

債発行差金」は削除されました。 
④上記（２）①②③の再審査での取り扱いについて 
 支払利息に割引料、手形売却損を含めた現行基準財務諸表で既に申請をしている会社がある場合

の再審査の取り扱いは、国土交通省告示第八十七号附則により、新書式の申請書のみでも再審査で

きますし、新書式の申請書と新基準に基づいた財務諸表を共に再提出頂いても、どちらでも再審査

できます。 
（参考）国土交通省告示第八十七号 附則 

１ この告示は、平成二十年四月一日から施行する。 

２ この告示による改正後の昭和五十七年建設省告示第千六百六十号は、平成十八年九月一日以後に決算期の到来

した事業年度に係る書類について適用する。ただし、平成二十年三月三十一日までに決算期の到来した事業年度に

係るものについては、なお従前の例によることができる。 

（３）基幹技能者について 

この度の改正で基幹技能者講習を行う者の国土交通大臣への登録について建設業法施行規則が

変更されました。 
建設現場の中核的な役割を担う基幹技能者を同規則に位置付け、登録基幹技能者講習について規

定し、講習を受けた登録基幹技能者が経営事項審査（経審）のＺ（技術力）で加点されることにな

りました。 
 資格運営団体が登録基幹技能者講習を実施するには、国土交通大臣の登録が必要で、平成２０年

４月１日の施行後、速やかに登録申請した場合、５月の連休明けにも登録され、早ければ今夏にも

講習、現有資格者に対する特例講習が実施できる見通しにあります。その結果、平成２０年度中に

経審を受審し、登録基幹技能者で加点を受けられるようになります。登録基幹技能者に対する加点

は１人当たり３点です。 
 登録基幹技能者講習の 
１）受講資格 
①経験年数１０年以上、②職長経験３年以上に設定 

２）証明方法 
①事業主の証明書と共に職長経験 

３）職長経験の証明方法 
①労働安全衛生法に定められた「職長・安全衛生責任者教育」講習を受けた証明書 
②元請けの証明書のいずれか 
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（４）経営状況分析申請書について 

新旧書式の違いは以下の通り、経営状況の評価指標の改正に対応し、現行の申請書にある「受取手

形割引高」がなくなり、改正後の申請書に「前期減価償却実施額」が加わりました。 
また弊社の新書式では「再審査申請」のチェック欄が最下部に追加されていますのでご注意下さい。 

（５） 確認書類の追加について   

国土交通省より次の確認書類が不要、或いは新たに追加されました。 
①経営事項審査申請時 
・自己資本の確認書類として規則別記様式第１５号による貸借対照表の写しが必要になりました。 

～H20.03.31 書式 H20.04.01～書式 

～H20.03.31 書式

H20.04.01～書式 
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・利払前税引前償却前利益の確認書類として法人税申告書別表（別表１６（１）及び（２ ））の写

し並びに規則別記様式１６号による損益計算書の写しが必要になりました。 
・監査の受審状況の確認書類とし

て、有価証券報告書若しくは監査

証明書の写し、会計参与報告書の

写し、又は経理処理の適正を確認

した旨の書類に署名を付したもの

（審査基準日における建設業に従

事する職員のうち、公認会計士、

会計士補、税理士及び１級登録経

理試験の合格者の署名）が必要に

なりました。 
 

②経営状況分析時 
・受取手形割引高の確認書類として、現行では初回・２回目以降にかかわらず当期分の別表１１（１

の２）等が必要でしたが、改正後は不要となりました。注記表への記載は改正後も変わりません。 
・減価償却実施額の確認書類として、現行では初回申請であっても当期分の税務申告書別表１６

（１）（２）等が必要でしたが、改正後は初回申請時に当期分と前期分が必要となり、２年目から

は当期分のみ必要となりました。 
・受取手形裏書譲渡高については現行と変わりません。 

 

記入場所 確認書類 記入場所 確認書類 記入場所 確認書類 記入場所 確認書類

当期
申請書
注記表

別表１１
（１の２）

注記表 金額のみ 当期
申請書
注記表

別表１１
（１の２）

注記表 金額のみ

前期 注記表 金額のみ 注記表 金額のみ 前期

前々期 注記表 金額のみ 注記表 金額のみ 前々期

記入場所 確認書類 記入場所 確認書類 記入場所 確認書類 記入場所 確認書類

当期 申請書
別表１６
（１）（２）

申請書
別表１６
（１）（２）

当期 申請書
別表１６
（１）（２）

申請書
別表１６
（１）（２）

前期 - 金額のみ 申請書
別表１６
（１）（２）

前期 -

前々期 - 金額のみ - 金額のみ 前々期 -

記入場所 確認書類 記入場所 確認書類 記入場所 確認書類 記入場所 確認書類

当期 注記表 金額のみ 注記表 金額のみ 当期 注記表 金額のみ 注記表 金額のみ

前期 注記表 金額のみ 注記表 金額のみ 前期

前々期 注記表 金額のみ 注記表 金額のみ 前々期

改正後

改正後

初回申請時 ２回目以降

初回申請時

初回申請時

２回目以降

２回目以降

改正後現行 現行

改正後

減価償却
実施額

受取手形
割引高

受取手形
裏書譲渡高

現行 現行改正後

現行 現行改正後
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（６）兼業事業売上原価報告書について 第２５号の９ 

申請者の押印が不要となりました。 

 

（７）総合評定値請求書 第２５号の１１ 

別紙１ 
元請完成工事高の額を記載する項目が新たに設定されました。 

 

別紙２ 
技術者の複数業種における重複カウントを１人２業種までに限定されたこと、監理技術者講習受講

者を優遇して評価されることに対応し改正されました。 
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別紙３ 
現行の申請書の記載項目から労働福祉の状況における「賃金不払件数」及び「工事の安全成績」が

削除されました。 
また「退職一時金制度の導入の有無」及び「企業年金制度導入の有無」がそれぞれ別に求められて

いましたが、改正後の申請書においては「退職一時金制度の導入の有無若しくは企業年金制度導入の

有無」となり、どちらか片方でも「有」の条件に変更されました。 

 
また、「法令遵守の状況」「監査の受審状況」、及び「研究開発の状況」が加えられました。 
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（８）登録基幹技能者講習修了証 第３０号 
新たに登録基幹技能者講習が位置付けられたことに応じて新設されました。 
登録基幹技能者講習を修了した方が新たに技術職員として評価されることになり、別記様式２５の

１１別紙２において申請する際の技術者コードが追加されました（別表４では「064」、別表５では

「601」）。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

注：本紙の複写、配布、文書利用はフリーです。ただし、行政庁以外の方の文書・表・図の配布等には、弊社

ロゴ・マーク・社名等の併記が必須となりますのでご了承下さい。 
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